
ま え が き

平成24（2012）年に中学校で武道が必修化されてから5年が経ちました。
必修化された当初、賛否両論のある中、学校教育における武道教育の在り方や
必要性が議論され、再確認されたことは、非常に意味のあることであったと
考えます。必修化された当初は、多くの中学校に道場ができ、柔道着や竹刀と
いった用具が揃えられ、また、いたるところで武道の指導者講習会、技術講習
会が盛んに行われるなど、ハード面、ソフト面ともに充実が図られました。
それから5年の月日が経過した今日、その熱は徐々に冷めつつあり、様々な
面が形骸化し、武道が必修化となった本来の意義や目的が薄らいできているよ
うに感じられます。そこで、今一度、学校体育、学校教育の場面に必要な武道
の意義、特に武道の教育的な意義について改めて学びなおす必要があると考え
ました。
武道必修化といっても、実際の授業で行われている種目は柔道、剣道、相撲
といった一部であり、その他の種目は指導者が少ないことや、認知度の低さと
いった理由で採用されていないのが実情であります。武道の競技的、教育的な
良さを学校教育の場面のみならず広く世に広めていくうえでも、我々武道の専
門家や武道関係者が、ひとつの種目だけでなく、他の種目、他の武道を深く知
ることが必要であると考えました。
本書は、複数の著者（教育者や武道専門家）がそれぞれの専門種目および分
野から武道の精神、教育的な意義、さらには技術的な部分を著者ならではのユ
ニークさを発揮して、分担執筆したものです。
本書は、なるべく多くの人に武道の精神、教育的な意義、さらには技術的な
部分を知っていただくことを目的としました。また、武道家同士の相互の学び
合いや理解を深めることにより、競技としてのみならず、日本文化としてさら
なる発展に寄与するものになることを期待しています。
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最後に、本書の出版にあたって、多大なるご尽力をいただいた大学教育出版
の代表取締役の佐藤守氏、および編集者の方々に感謝申し上げます。

2017年 11月
出口達也



武道をたずねて
─武道教育への活用─
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